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問題

　日常生活において，私たちは…（導入を工夫して考えよう）
　人が，自動化した行動を抑制することがときに難しいことを示す現象として，心理学においては，ストループ効果が知られている。ストループ効果とは…（ストループ効果について説明を書く。逆ストループ効果についての説明も必要。＋引用文献を使う。この部分は長めになります。しっかり書こう！）
　本実験では，ストループ効果と逆ストループ効果を測定する実験を行い，課題非関連な情報がどのように干渉を生じさせるかを検討する。

方法

　実験参加者　大学生12名（男性6名，女性6名）が本実験に参加した。（＋参加者の属性など…）
　刺激材料　柴崎（2009）に従って，Ａカード，Ｂカード，Ｃカードの刺激を作成した。Ａカードは，“あか”，“あお”，“みどり”，“きいろ”の４色の仮名文字を黒インクでランダムな順序で印刷したものであった。Ｂカードは，赤，青，緑，黄色の４色の色パッチをランダムな順序で印刷したものであった。Ｃカードは，Ａカードと同じ配列の仮名文字を，Ｂカードの色パッチと同じ配色で印刷したものとした。これらを，それぞれA４用紙１ページに練習用10項目，本番用100項目を印刷したものを用意した。
　手続き　（実験の手順・手続きを実際に追試が可能なように書く←自分なりに工夫してくださいね。資料とちがって，論文・レポートの中では，できるだけ箇条書きは使わないようにする。）

結果

　Ａカード（文字のみ），Ｂカード（色パッチ），Ｃカード１（インク色の命名），Ｃカード２（文字の読み上げ）の４つの条件のそれぞれについて，グループ全員のカードの所要時間と誤反応数の平均を求めた。
　まず，所要時間の結果をFigure 1に示す。
（ここに図を貼り込む　→　形式を選択して貼り付け，メタファイル）
Figure 1. 所要時間の結果。

　ストループ効果が見られたかどうかを検討するため，Ｂカードの所要時間（62.92 s）とCカード１の所要時間（96.75 s）の間でｔ検定を行った。その結果，２つの平均値の間に有意差があり（t(11) = 5.09, p < .001），Ｃカード１ではＢカードよりもインクの色の命名に長い時間がかかったことがわかった。逆ストループ効果についても統計的に検討するため，Aカードの所要時間（42.25 s）とCカード２の所要時間（46.25 s）の間でｔ検定を行った。その結果，この差も有意であり（t(11) =2.74, p < .05），Ｃカード２ではＡカードよりも文字を読み上げるのにより長い時間を要したことがわかった。
　誤反応数の結果については，Figure 2に示す。
（ここにFigure 2を貼り込んで，結果の特徴と統計検定の結果を書く）

考察

　（結果を踏まえて，どのようなことがわかったか）
　（研究を通して，課題や問題点はなかったか，今後どのような研究が必要か）
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